
        

 

 

 

～基金事業の後継事業「荒廃農地等利活用促進交付金」のご案内～

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・総事業費２００万円／件未満  

・再生農地での５年間以上の耕作等

 国→県→市町村→事業実施主体（交付対象者） 

 

（農振農用地区域内）及び 

【１号遊休農地（荒廃農地〈A分類〉）】 

・再生作業、土壌改良、営農定着等 

・施設等の整備（農業用機械､農業用施設のリース導入） 

 認定農業者､認定新規就農者､集落営農組織等の担い手のほか､民間事業者等､農地中間管理機構、

農業協同組合等の団体、チャレンジ支援枠【新設】(※)で取り組む 新規就農者等及び被災農業者等 

(※) 中山間地域で担い手農業者等が、独立や経営発展にチャレンジする新規就農者等と二人三脚となって、再生農地で農

作業に従事させながら栽培技術等を習得させ、再生農地の利用権の移転等により独立等を後押しする取り組み。    

※対象農地は「中山間地農業ルネッサンス事業」の「地域別農業振興計画」に策定されている地域。 

 

① 協議会の設立経緯 

小野町では、平成１８年８月に設置された「小野町担い手育成総合支援協議会」におい

て、平成２０年度より耕作放棄地再生利用の支援事業を行ってまいりました。 

② これまでの取組状況 

   国の「耕作放棄地再生利用緊急対策交付金」を活用し、これまでに浮金棟内地区（平

成２１年度）と飯豊月清水地区（平成２２年度）の２地区で約１ha の耕作放棄地が

解消・再生されました。再生された農地では飼料作物が栽培され、自給率が向上しました。 

 

 

 

基調講演では、 

④ 今後の抱負・活動展開予定 

当町で農業をしたいという新規就農者を受け入れるためにも、耕作放棄地を再生した農地

を紹介し、新たな地域の担い手が安心して就農出来るよう積極的に耕作放棄地の調査・再

生を進めていきたいと思います。 

 

③ 特徴的な取組 

 平成２９年度より農業委員会において設置された「農地利用最適化推進委員」と協力

し、より地域に密着した耕作放棄地の把握や再生促進に努めています。 

 

県では、本年度で終了となる基金事業（耕作放棄地再生利用緊急対策交付金）に代わり、国の「荒廃農地等利活

用促進交付金」を活用し、来年度以降も引き続き荒廃農地の再生を支援します。 

 今回は平成 30年 3月に要綱等の一部改正がありましたので、改めて制度の概要について、ご案内します。新しい交

付金を活用しての荒廃農地の再生活動等を促進しましょう。 

【２号遊休農地】 

・整地等の低コスト整備、土壌改良、営農定着等  

・施設等の整備（１号遊休農地の支援と同じ） 

 

 ※協議会を通しての交付ではなく、地方公共団体を通しての補助金となります。  

 

飯豊月清水地区（現在の状況） 

 

浮金棟内地区（現在の状況） 
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日頃より耕作放棄地対策の推進にご尽力いただき、厚くお礼申し上げます。本号から編集

担当が代わりました。皆様の取組に役立つ情報を発信したいと思いますので、どうぞよろし

くお願いします。 

※今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n o s o n s h i n k o @ p r e f . f u k u s h i m a . l g . j p までご連絡ください。 

にインタビューしました!! 
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～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎ 平成２１年度から始まった「耕作放棄地再生利用緊急対策事業」も今年度が最終年度となります。 

これから計画し、実施できるものとしては下記の取り組みがあります。 

① 農地中間管理機構への利用権設定を進めることにより荒廃農地の解消に資する取組 

② 被災者農家が避難先等で荒廃農地を活用する際の再生作業や再生農地での営農活動 

③ 地域協議会長が特に必要と認める取組（県協議会長の同意が必要） 

   詳しくは県耕作放棄地対策協議会（県農村振興課内）、各市町村等の地域耕作放棄地対策協議 

会までお問い合わせください。 

なお、最終年度のため 7月中に実施計画書を提出いただくこととなりますのでご了承ください。 

 

 


